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10 月 26 日
だて支援学校の児童・生徒 34 名と
有功会 ･ 赤十字奉仕団の皆さん 17
名で校 内 花 壇に 300 苗を植 栽し、
ふれあい交流を行いました
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社会福祉大会・赤十字功労……………………………… ③
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こども食堂ボランティア養成講座… …………………… ⑥
ご寄付ありがとうございました… ……………………… ⑦
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ミニジュニアボランティア ( 小学生・
高校生 ) による街頭募金活動〜明るく
元気のいい声が響きました
4 ページへ特集

地 域 に ふ れ あ い と 笑 顔 を 広 げ る  お て つ だ い



新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
伊
達
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
各
種
福
祉
事
業
推
進

に
あ
た
り
ま
し
て
、
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

ま
し
て
、
様
々
な
福
祉
事
業
の
中
止
や
縮
小
な
ど
想
定
外
の
対
応

に
追
わ
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
休
業
や
失
業
等
で
生
活

資
金
に
お
困
り
の
方
々
に
向
け
た
緊
急
小
口
資
金
の
特
例
貸
付
の

受
付
や
相
談
業
務
を
行
う
な
ど
住
民
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
感
染

症
に
配
慮
し
た
福
祉
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
現
在
感
染
拡

大
第
8
波
な
ど
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
安
全
・
安
心
な
一
年

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
市
民

皆
様
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
、
正
し
い
情
報
と
知
識
を
基
に
感

染
予
防
拡
大
防
止
に
配
慮
し
、
可
能
な
限
り
地
域
福
祉
事
業
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
が
本
会
の
重
要
な
役
割
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
市
で
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
増

加
、
地
域
で
の
孤
立
、
生
活
困
窮
世
帯
の
増
加
、
子
ど
も
の
貧
困

対
策
な
ど
様
々
な
社
会
的
問
題
が
あ
り
ま
す
。
子
育
て
世
帯
か
ら

高
齢
者
ま
で
幅
広
い
福
祉
支
援
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

の
相
互
援
助
活
動
事
業
を
推
進
す
る
な
ど
多
様
化
す
る
福
祉
ニ
ー

ズ
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
を
心
が
け
、
地
域
福
祉
の
中
核
機
関

と
し
て
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
ふ
れ
あ
い
、
た
す
け
あ
う
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
て
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

社
会
に
お
い
て
の
新
た
な
課
題
に
対
し
て
も
、
知
恵
と
忍
耐
を
も
っ

て
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ

う
な
中
、
第
4
期
伊
達
市
「
地
域
福
祉
計
画
」・「
地
域
福
祉
活
動

計
画
」
更
に
「
経
営
健
全
化
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
計
画
に
沿
い
民
生
（
児
童
）
委
員
、
行
政
な
ど
関
係
機
関
・

団
体
を
は
じ
め
町
内
会
な
ど
地
域
の
皆
様
と
手
を
携
え
、
誰
も
が

自
分
ら
し
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
希
望
に
満
ち
た
心
穏
や

か
な
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て

新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

伊
達
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　
木
谷
直
人

令
和
5
年 

新
年
の
あ
い
さ
つ
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社会福祉大会・赤十字功労
表彰・受章おめでとうございます

2年ぶりに日赤福島県支部主催の「ボランティアのつどい」が10月18日、郡山市ビッグパレットふくしまにて開
催されました。社資・業務（奉仕団活動）に対し、功労があった方へ ｢有功章｣ ･「支部長感謝状」等が贈られ、伊
達地方有功会･5赤十字奉仕団の43名が受章されました。長年のご功績を称えられ、誠におめでとうございました。

（敬称略）
赤十字ボランティアのつどい

奉仕団員等奉仕者功労
◆金色有功章
　保原町赤十字奉仕団	 熊坂　恵子　井上美起子
　霊山町赤十字奉仕団	 菅野千惠子　大橋由美子　秋葉　ムラ
◆銀色有功章
　伊達赤十字奉仕団	 菊田　親子
　保原町赤十字奉仕団	 小松美奈子　石井ノリ子　加藤美千子
　霊山町赤十字奉仕団	 菅野　教子　栁沼　愛子
　月舘町赤十字奉仕団	 高木　弘子
◆金枠支部長感謝状
　伊達赤十字奉仕団	 関根　肇子　早田　栄子　佐藤　好子　渡邉ユエ子
　保原町赤十字奉仕団	 舟山　政代　渡辺　正子　柏　よし子　保坂　京子
　月舘町赤十字奉仕団	 須藤　房子　千葉　良子
◆銀枠支部長感謝状
　伊達赤十字奉仕団	 芳賀　宮子　松崎千恵子
　保原町赤十字奉仕団	 八島　秀子
　霊山町赤十字奉仕団	 石上　幸子　加藤利喜子　菅野テイ子　森藤　啓子　梅沢眞智子　菅野　喜代　狗飼　千夜
	 佐藤　初代　阿部　コウ　栗花ソヨノ　菅野　幸子　佐々木京子　佐藤　淑子
　月舘町赤十字奉仕団	 渡辺　和子　杉本　美子　阿部久美子　高橋　朝子　高橋ゆき子

社資功労
◆金色有功章	 伊達地方有功会　淺野　　榮

有功会功労
◆支部長感謝状　伊達地方有功会

去る 11月 11 日、第 76回福島県社会福祉大会が二本松市民会館で
開催され、伊達市よりボランティア個人 1名・4団体が表彰されました。
大会では、フリーアナウンサー大和田新氏の講演と、ボランティア功労
者および団体の授賞式が行われ、本会からは 4名の受賞者が出席しまし
た。受賞された皆様のさらなるご活躍を期待しております。

◆福島県知事感謝状
	 （ボランティア功労者）　
	 団体　北やわらぎ福祉会（伊達）

◆福島県社会福祉協議会会長表彰
	 （ボランティア功労者）
	 団体　ささえ愛電話ボランティア
	 　　　あじさい（月舘）

◆福島県社会福祉協議会会長表彰
	 （ボランティア功労者）
	 個人　江川　典夫（伊達）

◆福島県社会福祉協議会会長感謝
	 （ボランティア功労者）
	 団体　中川区民会（霊山）
	 団体　布川自治振興会（月舘）

第76回福島県社会福祉大会令和4年度

令和4年度

（敬称略）
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11 月 5 日（土）小学生 4 名と高校生 3 名が参加し、保原町の西友保原店・コープふくしま保原店のご
協力のもと、赤い羽根共同募金街頭募金活動ボランティアを行いました。もどってからのふりかえりには
小学生のお母さんも参加してくれました。

社協では在宅の一人暮らし高齢者（75歳以上希望者）の方へ、安否確認を兼ねて月 1回程度お電話してい
ます。今年度から、伊達・保原地域も加わり、各支所で担当してくれるボランティアの皆さんは「お一人
暮らしの皆さんが、お元気に過ごされますように」と心を込めて電話を続けています。

ミミニニジジュュニニアア
　　ボボラランンテティィアア

ボランティアや

共同募金のこと

みんなで学びました

ささえ愛電話ボランティアの活動

利用者
の声

毎回、電話を楽しみにしている。 今日が何曜日か確認できる。
誰とも話さない日もあるので、話ができてうれしい。
おだやかに、こちらに合わせてくれて助かる。
自分を心配してくれる人がいるとおもうと安心する。

お昼前の
お電話を待って
いてくれる“声”も
増えました。

ボランティア
参加者の声

〇緊張したけど、楽しく活動できた。また、ボランティアしたい。
〇「頑張ってね」と声をかけてもらい、うれしくなり頑張ろうと思った。
〇優しく声をかけてもらい、地域の方と「声」を通じた交流ができた。

伊達
ボランティア

9 名 保原
ボランティア

13 名 霊山
ボランティア

12 名 月舘
ボランティア

3 名

西友保原店西友保原店

コープふくしま保原店コープふくしま保原店

はーとふるだて　2022.12 4



生活支援
コーディネーター活動日誌
地域をつなぐ！ 第10回

霊山地域（4地区）において、地域でもコロナ禍の折、こもりがちの高齢者が増え、認知症の
相談も増えてきたことから、75歳以上の一人暮らし高齢者・元気高齢者ふれあいサロン参加者
を対象とし、市、地域包括支援センター・地域の介護保険事業所・地域の調理ボランティア団体・
交流館・県エアロビック連盟・地域の調剤薬局と協働し、地域交流の活性化と介護予防の普及
啓発を図りながら、感染対策を十分に行ったうえで、交流の場「元気が〜い」を開催しました。

↓市内各地に伺って地域の情報を収集し、地域の皆さんが元気になるよう資源のコーディネートする活動をしています。

高橋 広光

新型コロナウイルスの影響で、みんなで集まる機会がほとんどなかったようですが、各会場では、参
加者の皆さんが「しばらくだったない！」「あんだも来たのがい！」など、以前より多い参加者の和や
かな会話が聞かれ、とても楽しんで過ごされていました。

参加者は、慣れ親しんだ所で、座って体操「スローエアロビック」、普段聞けない「お薬の正しい使い方」
を分かりやすく学び、地元の調理ボランティアによる美味しい弁当（持ち帰り）をお土産に、顔なじみ
とのひと時を楽しまれ元気になって帰る姿が多く見られ、地域でふれあうことが住む人の「元気」の源
になることを、みんなで実感できました。霊山方部民生児童委員の皆様にも、対象の方々に丁寧な声か
けをしていただき、ありがとうございました。

石戸地区
10月 19 日 石戸地区交流館　参加者 28 名

掛田・山野川地区
11月 2日 霊山中央交流館　参加者 31 名

霊山地区
10月 26 日 霊山地区交流館　参加者 20 名

小国地区
12月 13 日 小国地区交流館　参加者 24 名

はーとふるだて　2022.125



フードドライブでご寄付いただいた食品は、生活に困窮さている方々への緊急食料等提供事業（フード
バンク）やこども食堂、市内の障がい児通所施設、フリースクール等への提供に活用させていただきました。

JAふくしま未来女性部月舘総合支部　様 JAふくしま未来伊達地区本部　様

山田健一　様（保原）

フフーードドドドラライイブブのの寄寄付付
ありがとうございましたありがとうございました

「こども食堂」ボランティア養成講座
10/1（土）から伊達・保原地区で開催していた講座が終了し、2つのグループが立ち上がりました。
保原の受講生は、保原自治振興会「まちなか食堂」で活動を開始し、伊達も来年1月からスタートします。
これからも「こども食堂」やボランティアについて学んだことを活動に活かしていってください！

4・5 回の講座では衛生のことを学んだり、実際の保原こども食堂に参加しました。
ふりかえりでは皆さんが、これからも地域の食堂等の活動へ関っていきたいという感想でした。

◆ フードバンク　　   75件（世帯員数139人）
◆ こども食堂	 19件
◆ 障がい児通所施設	 7件
◆ 就労支援事業所	 1件
◆ フリースクール	 2件　　

提供件数ご報告 令和 4 年
4 月～ 11 月

15名
伊達

21名
保原
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ありがとうございました お寄せいただいた寄付金は、
地域福祉向上のため
大切に使わせていただきます。

令和4年10月1日～
令和4年11月30日受付分（順不同）

タオルタオルののご寄付ご寄付
ありがとうございましたありがとうございました

佐藤ミスズ様（霊山）
よりデイサービスへ
タオルの寄付をい
ただきました。

伊東寂光様（月舘）からお米をいた
だきました。デイサービス利用者の
皆様へいも煮と一緒に提供し、おい
しくいただきました。
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よ
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一
般
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付

木

谷
　

直

人

様

日本赤十字社より
救援車両が配分されました
日本赤十字社福島県支部より令和 4年度救援
車両として、「ホンダN-VAN」が伊達市地区
へ配分されました。日頃の赤十字活動の推進
や訪問等に有効活
用させていただき
ます。

令和4年5月より実施してまいりました日本赤十字社員増強運動において
は、町内会のご協力をいただきながら市民の皆様から多くの活動資金が集
まりました。また、各赤十字奉仕団の皆様からもいただきました。誠にあ
りがとうございました。
皆様からいただきました活動資金は、日本赤十字社へ送られ、国際救援活
動をはじめとして、災害援助事業・奉仕団活
動や血液事業の推進、青少年赤十字の育成等
広範にわたって活用されます。

日本赤十字社福島県支部伊達市地区より

日本赤十字社員増強運動報告
総額 9,942,750 円（11 月 30 日現在）

おお米米ををごご寄寄付付いいたただだききままししたた
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お問い合わせは本所・各支所へ

総 務 課 	☎ 563 − 3251
福 祉 課 	☎ 576 − 4050
伊達支所	 ☎ 551 − 2139
梁川支所	 ☎ 527 − 2572
保原支所	 ☎ 576 − 4050
霊山支所	 ☎ 586 − 3463
月舘支所	 ☎ 571 − 1406
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12月19日（月）　伊達ふれあいセンター
2023年
  1月16日（月）　梁川福祉会館

まずは電話で予約をお願いします。

ふれあい福祉相談会相談は
無料 !

弁護士が秘密厳守で対応いたします。

行 事 予 定 内容についてはホームページでもご覧になれます

日　付 曜日 事　　業　　名 会場

2 月 15 水 福祉表彰式 保原中央交流館

伊達デイサービスセンターでは、100歳を迎え
た小野ナカ様（伊達）のお祝い会を行いました。
ボランティア山桃流の皆様による素晴らしい舞
踊等披露をご覧いただき、音楽に合わせた踊り
等でお祝いの席を盛り上げてくださいました。
これからも元気にお過ごしくださいね！

小野　ナカ 様
（大正11年11月2日生）

伊達伊達
デイサービスデイサービス

センターセンター
100100歳歳お祝いお祝い

生活福祉資金　教育支援資金のご案内
学校教育法に規定する高等学校、高等専門学校、大学に就学するために必要な経費を貸付する資金です。
社会福祉協議会が窓口になっておりますので、お気軽にご相談ください。

※貸付利子･･･無利子　※就学する方が借受人、世帯の生計中心者が連帯借受人となり申込みます。
※日本学生支援機構、福島県奨学資金、母子父子寡婦福祉資金、日本政策金融公庫、その他金融機関等からの貸付が利用できる場合は、その貸付が優先となります。

資金種類 対象経費 貸付限度額 据置期間 償還期間

教　育
支援費

就学に必要な経費
・ �授業料、参考書、学用品、交通費（通

学定期代）、賃貸アパート家賃など

①高等学校（専修学校高等課程含む）	月額35,000円以内
②高等専門学校	 月額60,000円以内
③�短期大学（専門職短期大学及び専修学校専門課程含む）
	 月額60,000円以内
④大学（専門職大学含む）	 月額65,000円以内

卒業後
6ヶ月以内

据置期間
経過後

20年以内
就　学
支度費

入学に際し必要な経費
・ �入学金、制服、教科書等の入学時に

学校に納入する経費
500,000円以内

●対象となる世帯：低所得世帯

社協の災害見舞金状況
（第4回）

このたびの福島県沖地震により被災された
皆様には、心よりお見舞い申し上げます。
1日も早く安心安全な生活を再建できるよ
う、本会からもお見舞金を交付させていた
だきました。

●住宅の被害見舞金（半壊以上）
	 30,000 円 / 件
●見舞金交付世帯数
	 159 件　4,770,000 円（11/30 現在）
（�伊達 32件・梁川 21件・保原 103 件・霊山 2件・
月舘 1件）
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